
宜野湾市教育委員会 施設課における随意契約の実績（令和５年度） 単位：円

No. 契約の名称 契約日 契約金額 契約の相手方の名称 契約の相手方の住所
地方自治法

施行令（根拠）
契約の相手方の選定理由

１ デマンド監視業務委託 令和5年4月1日 792,000
一般財団法人

沖縄電気保安協会

那覇市

西三丁目８番21号

第167条の２

第１項第２号

当該デマンド監視装置については設置者である左記業者のみ

がその監視データの解析及び機器の保守能力を有しているた

め。

２
公共施設マネジメントシス

テム保守管理等業務委託
令和5年4月1日 924,000

株式会社パスコ

宜野湾営業所

宜野湾市

大謝名五丁目６番１号

第167条の２

第１項第２号

システム開発者である左記業者はメンテナンスに係る要領を

熟知している事に加え、その著作権を有しているため。

３
空調設備維持管理業務委

託
令和5年4月25日 24,381,500

有限会社

三栄メンテナンス

宜野湾市

新城一丁目19番11号

第167条の２

第１項第２号

空調設備保守管理業務の受託者である左記業者は、各施設の

状況や修繕個所等を熟知しており、不具合等が生じた際、迅

速かつ適切にその対応にあたることが可能なため。

４
宜野湾市民会館施設改修

工事監理業務委託
令和5年7月6日 9,680,000 アスタ設計

宜野湾市

長田四丁目１番１号２Ｆ

第167条の２

第１項第６号

設計受託者である左記業者以外の者が本業務を受託した場

合、設計内容や補助対象範囲の把握、工事請負業者との調

整・指導及び現場実施に伴って発生する様々な変更など、工

事を円滑に進める上では極めて不利なため。

５
宜野湾小学校プールフェン

ス改修工事
令和5年8月17日 1,826,000 有限会社宜野湾建設

宜野湾市

野嵩２丁目21番11号

第167条の２

第１項第５号

台風により屋上水泳プールの転落防護フェンスが倒壊したこ

とによる、緊急の応急工事であるため。

６

宜野湾学校給食センター

換気設備等改修設計業務

委託

令和5年9月29日 3,102,000
有限会社

アカナ設備設計

宜野湾市

真志喜三丁目15番15号

第167条の２

第１項第６号

当該施設の設備設計受託者である左記業者以外の者が受託し

た場合、設計内容の把握、給食業務期間の立ち入り、設計期

間などに時間を要し、夏休みでしか工事期間を設定出来ない

給食センターの特殊性から、円滑に業務を進める上では、極

めて不利であるため。

７

学校教育施設等建築基準

法第１２条防火設備等点

検業務委託

令和5年10月20日 5,500,000
株式会社パスコ

宜野湾営業所

宜野湾市

大謝名五丁目６番１号

第167条の２

第１項第８号

指名競争入札に付したが、入札不調（8者中7者が辞退）と

なったため。

８
長田小学校校舎増築工事

（機械設備）
令和6年1月10日 31,713,000 有限会社ヤマウチ設備

宜野湾市

普天間二丁目３９番３号

第167条の２

第１項第８号

指名競争入札に付したが、入札不調（10者中9者が辞退）と

なったため。

９
長田小学校校舎増築工事

監理業務委託
令和6年1月10日 3,685,000

有限会社朗設計・

中央設備設計事務所

共同企業体

宜野湾市

普天間二丁目７番９号

第167条の２

第１項第６号

設計受託者である左記業者以外の者が本業務を受託した場

合、設計内容や補助対象範囲の把握、工事請負業者との調

整・指導及び現場実施に伴って発生する様々な変更など、工

事を円滑に進める上では極めて不利なため。

10
長田小学校校舎増築設計

意図伝達業務委託
令和6年1月10日 1,782,000

有限会社朗設計・

中央設備設計事務所

共同企業体

宜野湾市

普天間二丁目７番９号

第167条の２

第１項第２号

設計意図伝達業務は、設計業務を受託した左記業者しか行い

得ない業務であるため。
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11

宜野湾学校給食センター

換気設備等改修工事監理

業務委託

令和6年3月25日 1,210,000
有限会社

アカナ設備設計

宜野湾市

真志喜三丁目15番15号

第167条の２

第１項第６号

当該施設の設備設計受託者である左記業者以外の者が受託し

た場合、設計内容の把握、給食業務期間の立ち入り、設計期

間などに時間を要し、夏休みでしか工事期間を設定出来ない

給食センターの特殊性から、円滑に業務を進める上では、極

めて不利であるため。


